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援（アー トサポー ト｝』という概念である．ギャラリー としての「上
野の美術館」は、画家たちの新作発表支援者であり，作晶の流
通支援者であり、来館者への鑑賞支揮者であった。芸術支援
学の視点から新しい『上野の艶術館』像の提示と再評価を嵩み
たのが本書である．
東京府美術館は、太平洋戦争中に東京都美術館と名を変え、
1975・昭和田年に立て替えられた02006・平成18年には開館80
東京府美術館と佐高塵太郎像 周年を迎える．座右の銘『公私一如』を実践した芸術活動支援
〈胡意文失i乍〉 の人佐藤慶太郎。この九州男児と『上野の美術館』について関
心を持たれた方のために「東京府費術館虫の研究』は．筑渡文学附周図書館書架に置かれている．
｛さいとう・やすよし人間総合科学研究科教授）
〈く前の記事へ l目次へ ｜次の記事へ〉〉
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